
広島県においても，HIV 感染者・エイズ患者が増加しています。     

HIVに感染していても症状はすぐにはでません。            

さらに，性感染症に感染していると，HIVに感染しやすくなります。  

また，２０歳代の新規 HIV感染者報告数が過去最多となっています。そのた

め，HIV 抗体検査を受けることで，感染を早期に発見する必要があります。 

HIV・エイズはまだ終わっていません。一人ひとりが，予防，治療，支援，

理解という具体的行動をとることが求められています。         

世界エイズデーは エイズのまん延防止と患者・感染者に対する差別・偏見

の解消を図ることを目的としています。 

 

共  催 ：尾道市医師会性感染症・エイズ対策プロジェクト委員会、 

広島県東部保健所、尾道市、 

尾道市教育委員会、尾道市 PTA連合会 

後  援 ：尾道市歯科医師会、尾道薬剤師会、尾道エフエム放送 

お問い合わせ：尾道市医師会 （０８４８）２５－３１５１ 

 

 


